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Ⅰ　緒　言

　新型コロナウイルス感染症（以下，COVID-19と
する）によるパンデミックに伴い１），2021年２月よ
り，各自治体においてCOVID-19ワクチン予防接種
が実施された２）。開始直後に問題となったワクチン
接種者：「打ち手」不足に対し３），国や自治体，日
本看護協会の呼びかけによって，13,898人の潜在看
護師がワクチン接種業務に復職するとともに４），全
国の医療従事者や自治体職員，自衛隊員などの協力
によりパンデミックの災害渦を乗り越えた。このよ

うに，地域住民への迅速かつ効率的な保健医療サー
ビスの提供には，専門教育を受けたライセンス保有
者である看護職の力が必要であり，COVID-19パン
デミックの経験によって潜在看護師が顕在化し，看
護師不足を解決する糸口が見いだされようとしてい
る５）。
　潜在看護師の復職に関する先行研究には，離職か
ら再就職に至る過程を明らかにした研究があり，離
職後に自由な時間を持つ経験や自己の問い直しを経
ることで看護職を価値づけし，契機を獲得しながら
再就職に至ることが示唆されている６）。また，座学
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や演習，eラーニングによるリカレントスクール参
加後に再就職した研究では，潜在看護師への有効的
な復職支援として，看護実践能力の向上につながる
教育と学習環境の整備が報告されている７）。看護師
は，看護実践能力の獲得および看護師として成長す
るために自ら継続した学習を行う必要がある。学習
継続の要因には動機づけが影響しており８），Keller
の「動機づけとパフォーマンスのマクロモデル」で
は，目的達成に向けた努力量に影響をもつ学習意欲
が学習者の知識やスキルと組み合わさり，パフォー
マンスに影響を与える様子が示されている９）。また，
このモデルでは，動機づけ・学習・パフォーマン
ス・態度に影響する心理特性の「自信」を制御する
概念の一つに Bandura の「自己効力感」が明示さ
れ10），成功した達成経験が積極的な自己効力感をつ
くりあげると述べている９）。以上のことを踏まえれ
ば，COVID-19ワクチン接種業務に従事した潜在看
護師は，パンデミックという緊急事態が復職への障
壁を乗り越える一つの契機となり，ワクチン接種業
務を通した看護実践経験から看護師としての遂行能
力の実感や看護職を価値づけし，新たな施設へ再就
職する意欲につながったと予測できる。そして，そ
の過程に動機づけや自己効力感が影響した可能性が
あることから，再就職に至る要因の検討に「動機づ
けとパフォーマンスのマクロモデル」や「自己効力
理論」を使用できると考える。 
　そこで本研究では，COVID-19ワクチン接種業務
の従事経験をきっかけに再就職に至った潜在看護師
の復職行動に関連する要因として，動機づけと自己
効力感の関係性を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ　方法

１．用語の操作的定義
１）潜在看護師
　退職後から COVID-19ワクチン接種業務までに
１ヶ月以上経過している看護師および看護職として
勤務経験がない看護師免許保有者とする。
２）再就職
　潜在看護師がCOVID-19ワクチン接種業務の従事
経験を経て，他施設に就職することとする。
３）動機づけ
　潜在看護師がCOVID-19ワクチン接種業務上の問
題を乗り越え，職場の人々に支えられながら看護師

としての自己変化の自覚と成長経験を通し，看護実
践能力を身につけ再就職に対して意欲的に取り組む
きっかけになるものとする11）。
４）自己効力感
　潜在看護師がCOVID-19ワクチン接種業務経験を
通して，看護実践に対し適応的に処理できるという
効力を認知していることとする12）。

２．研究の枠組み
　本研究の概念枠組みは，Keller の「動機づけとパ
フォーマンスのマクロモデル」および Bandura の
「自己効力理論」に基づくものである（図１）。マク
ロモデルを基盤としたARCS モデルは，看護実践
能力を育成させるシミュレーション教育や教材開発
の効果・検証の評価に用いられている13）14）。 Keller
は，期待通りの達成感の結果として満足感が得られ
動機づけ，そして，自信につながることを示してい
る９）。Bandura は，「自分にはそれができる」とい
う効力の認知を固く信じて疑わない心は，考え方・
感じ方・動機づけ・行為に影響を与え人の動機と達
成に著しく寄与するとし，自己効力感が最も高まる
要因に「遂行行動の達成」をあげている10）。また，
看護職を対象にした自ら学ぶ意欲に関する先行研究
では，仕事への喜びや看護実践への自信が充実感と
いう学びの原動力を生み出すとされ15），職務態度の
形成に大きな機能を果たすワーク・モチベーション
の影響要因に自己効力が検討できると示唆してい
る16）。これらのことから，本研究では，「潜在看護
師のワクチン接種業務に対する達成感が満足感へつ
ながり，再就職に対し意欲的に取り組むきっかけと
なる動機づけに影響し，自己効力感を通して復職行
動を起こす」という仮説を立てた。

図１．本研究の概念枠組み
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３．調査対象
　厚生労働省が開設するCOVID-19ワクチン総合案
内サイト「コロナワクチンナビ」17）から全国の自治
体を７ブロック（北海道・東北，関東，中部，近畿，
中国，四国，九州・沖縄）に分け，集団接種会場を
運営する自治体を各ブロックから乱数表を用いて無
作為に抽出した。対象者は，研究協力の承諾が得ら
れた自治体でワクチン接種の業務経験が一度でもあ
る看護師とした。

４．データ収集の手順
　層化抽出した自治体のCOVID-19ワクチン接種担
当部署へ調査を依頼し，調査協力の承諾が得られた
施設の責任者に研究対象者用の研究説明書，調査票，
返信用封筒一式を郵送した。研究対象者への配布は
施設を通して依頼し，調査票は，研究対象者が個別
に返信用封筒に入れ郵送することで回収した。調査
期間は，2022年８月から12月であった。
　
５．調査内容
１）対象者の基本属性
　年齢，保有する全ての看護職免許と看護師免許取
得後年数，これまでに経験した勤務施設と各施設で
の勤務年数，管理職経験の有無と経験年数を基本属
性の項目として設定した。
２）COVID-19ワクチン接種業務に関する項目
　ワクチン接種業務に従事する以前の看護職として
の勤務状況（実務経験の有無，離職期間），ワクチ
ン接種業務に対する満足感と達成感について「全く
感じなかった」（１点）から「とても感じた」（４
点）の４件法で回答を求めた。
３）再就職に関する項目
　ワクチン接種業務経験後に再就職した回答者には，
再就職した施設，ワクチン接種業務が再就職のきっ
かけになったかについて「はい」と「いいえ」で回
答を求めた。
４ ）看護師の成長動機づけ尺度（Growth Motivation 
Scale for Nurses：以下 GMSN）
　「動機づけ」は，Arata et al．が作成した GMSN
を作成者に承諾を得て使用した11）。この尺度は，「臨
床上の問題を乗り越え，職場の人々に支えられなが
ら看護師としての自己の変化を自覚し，成長し続け
る経験を通して専門性の高い看護実践能力を身につ
けること」と定義されている。選択肢は，「全くあ

てはまらない」（１点）から「非常にあてはまる」
（５点）の５件法であり，得点が高いほど成長に向
かう動機づけの認識を評価できる。GMSN の
Cronbach’s α係数は，0.92であり，信頼性・妥当性
ともに確保されている。
　ワクチン接種業務の従事経験後に再就職していな
い潜在看護師が GMSNに回答した場合，過去の臨
床経験時を想定するといった時間軸の偏りが生じる
可能性があるため，再就職していない潜在看護師に
はGMSNに回答を求めなかった。
５ ）特性的自己効力感尺度（Generalized Self-Efficacy 
Scale；以下GSES）
　「自己効力感」は，Sherer, et al. 18）が作成した
GSES を成田らが翻訳した特性的自己効力感尺度を
用いた12）。この尺度は特定の状況だけでなく，未経
験の新しい状況においても適応的に処理できるとい
う期待に影響を与える自己効力感が測定できる。
Cronbach’s α係数は，0.88で性別や年齢にかかわら
ず高い信頼性があり，妥当性も検証されている。得
点範囲は23～115点であり，得点が高いほど自己効
力感が高いとされる。

６．分析方法
　潜在看護師の基本属性については基本統計量を算
出した。ワクチン接種の業務経験後に再就職した潜
在看護師のワクチン接種業務に対する「達成感」・
「満足感」と「動機づけ」および「自己効力感」の
観測変数から仮説モデルを作成し，パス解析によっ
て適合度を検討した。モデルの評価はχ2 値に加え，
Engel, et al．が示す Recommendations for Model 
Evaluation（モデル評価のための推奨事項）を参考
に，p ＞0.05， χ2／df ≦3，CFI ≧0.95，NFI お よ
び GFI ≧0.90，AGFI ≧0.85，RMSEA ≦0.08と し
た19）。
　統計解析には，IBM SPSS ver.29，Amos ver.29
を使用した。
　
７．倫理的配慮
　本研究は，武庫川女子大学研究倫理委員会の承認
を得て実施した（承認番号No.22-80）。
　調査においては，COVID-19ワクチン集団接種会
場を運営する自治体の責任者へ研究概要，研究方法，
自治体および対象者への倫理的配慮，研究結果の公
表などについて文書で説明し，調査協力の承諾を得
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た。調査票は，個人が特定されないように無記名と
した。対象者に対しては，調査協力の任意性，協力
できない場合でも不利益を被ることはないこと，調
査協力への同意は，調査票内に研究協力への同意が
確認できる一文とチェック欄を記載し，研究協力者
のチェックおよび調査票の回答・投函をもって研究
協力への同意を得られたものとすること，回収デー
タの厳重な管理および研究結果の公表などについて
文書で説明した。
　

Ⅲ　結果

　調査を依頼した全国の自治体55施設のうち，東北，
関東，近畿，中国，四国，九州，沖縄の12施設
（21.8％）から研究協力の承諾が得られた。694人に
配布し277人（回収率39.9％）の回答を得たが，回
収した回答には，現役看護師166人（回答率59.9％）
と潜在看護師97人（回答率35.0％），ワクチン接種
業務に従事する直前で離職した看護師14人（回答率
5.1％）が混在していた。本研究では，潜在看護師
97人のうち，ワクチン接種の業務経験後に再就職し
た29人（29.9％）を分析の対象とした。
１．対象者の属性
　ワクチン接種業務の従事経験後に再就職した潜在
看護師で最も多かった年齢は，50歳台11人（37.9％），
次いで40歳台８人（25.6％）であった。保有する全
ての看護職免許については，看護師29人（100％），
保健師７人（24.1％），助産師５人（17.2％），准看
護師３人（10.3％），その他２人（6.9％）であり，
その他の免許には，WOCN（創傷ケア看護師）や
介護支援専門員があった。
　看護師免許取得後年数は，28人（96.6％）が免許
取得から10年以上経過していた。経験年数は，10年
以上20年未満が10人（34.5％）と最も多く，経験年
数10年未満は５人（17.2％）であった。経験施設は，
病院28人（96.6％）が最も多く，次いで，その他９
人（31.0％）であった。その他の施設には，保健セ
ンターや健診センター，児童施設や児童相談所など
の保健福祉関係をはじめ，市役所や小学校などの公
的機関，企業や青年海外協力隊などがあった。管理
職経験者は５人（17.2％）であった（表１）。

表１．対象者の属性
ｎ＝29

項目

年齢

20歳台  1（3.4）
30歳台  5（17.2）
40歳台  8（25.6）
50歳台 11（37.9）
60歳台  2（6.9）
65歳以上  2（6.9）

保有する全て
の看護職免許

看護師 29（100）
保健師  7（24.1）
助産師  5（17.2）
准看護師  3（10.3）
その他  2（6.9）

看護師免許取
得後年数

1年以上10年未満  1（3.4）
10年以上20年未満  9（31.0）
20年以上30年未満  7（24.1）
30年以上40年未満  8（25.6）
40年以上  4（13.8）

経験年数

看護職としての実務経験なし  0
1年以上10年未満  5（17.2）
10年以上20年未満 10（34.5）
20年以上30年未満  7（24.1）
30年以上40年未満  5（17.2）
40年以上  2（6.9）

経験施設

病院 28（96.6）
診療所・クリニック  7（24.1）
介護施設  2（6.9）
訪問看護  6（20.7）
デイサービス  8（25.6）
健診センター  4（13.8）
保健所  5（17.2）
専門学校  2（6.9）
看護大学  6（20.7）
その他  9（31.0）

管理職
経験年数

1年以上10年未満  2（6.9）
10年以上20年未満  3（10.3）
20年以上30年未満  0

２．ワクチン接種業務経験後に再就職した潜在看護
師
１）復職行動に関する要因の関係
　ワクチン接種業務に対する「達成感」・「満足感」
の中央値（得点範囲）は，共に３点（１－４）で
あった。「動機づけ」の総得点の平均値（±標準偏
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差）は91.6点（±12.6）であり，「自己効力感」は
80.7点（±10.8）であった。
　パス解析を行った結果，「達成感」は「満足感」
を介して「自己効力感」に影響し（β＝0.56），また，
直接，「自己効力感」へ負の影響を示した（β＝
-0.68）。そして，「動機づけ」は「自己効力感」の
みに影響していた（β＝0.69）（図２）。モデル適合
度は，χ2＝1.700， ｐ ＝0.427， χ2／ df ＝0.850，
CFI ＝1.000，NFI ＝0.972，GFI ＝0.971，AGFI ＝
0.857，RMSEA＝0.000であった。

図２． ワクチン接種業務に対する達成感・満足感、
動機づけと自己効力感の関係

２）潜在看護師の復職行動
　ワクチン接種業務の従事経験が再就職のきっかけ
になったと回答した潜在看護師は21人（72.4％）で
あった。再就職後，28人（96.6％）が就業継続し，
離職者は１人（3.5％）であったが離職直後に別の
施設へ再就職していた。再就職した施設で最も多
かったのは，診療所７人（24.1％）であり，次いで，
その他（保健センターや小学校など）６人（20.7％），
訪問看護ステーション５人（17.2％），デイサービ
ス４人（13.8％）であった。

Ⅳ　考 察

１．再就職に至った潜在看護師
　ワクチン接種業務の従事経験後に再就職した潜在
看護師は，40歳から50歳台の実務経験10年以上が多
く，保健福祉や公的機関，海外・企業など幅広い施
設経験があった。また，WOCN（創傷ケア看護師）

や介護支援専門員のライセンス保持者や管理職経験
者もいたことから，看護職として豊富な経験値およ
び専門能力を持っていたことが明らかになった。
Benner20）は，中堅レベルの看護師指標に，類似し
た科での臨床経験３～５年をあげ，経験に基づいた
全体像を把握する能力を持つと述べている。本研究
の対象者の８割は，10年以上の実務経験があったこ
とから中堅レベル以上の看護師であったと推測する
が，臨床経験年数と看護実践の質は必ずしも正比例
しないことや21），臨床経験５年以上の看護師には卓
越した看護実践者からそうではない者まで存在する
ため22），実務経験年数や経験施設だけでは臨床能力
レベルを推し量れない。これらのことから，潜在看
護師への復職支援を検討する場合，潜在看護師が保
有するライセンスや離職後のブランク期間，実務経
験などの多様な背景および看護実践能力の評価を明
確にしたうえで教育プログラムを構築することが望
ましいと考える。

２．潜在看護師の復職行動に至る要因の関係　
１ ）ワクチン接種業務に対する「達成感」・「満足
感」と「自己効力感」の関係

　パス解析の結果，仮説とは異なり「達成感」と
「満足感」は「動機づけ」に影響しないことが示さ
れた。しかし，21人（72.4％）の潜在看護師は，ワ
クチン接種業務経験が再就職のきっかけになったと
回答したことから，「動機づけ」を介さずとも，ワ
クチン接種業務に対する「達成感」によって「満足
感」が得られ「自己効力感」につながり復職行動を
起こした可能性が考えられる。自己効力感が最も高
まる要因には，「遂行行動の達成」があり，成功体
験は効力感に強固な信念をつくりあげることから10），
潜在看護師は，パンデミックという緊急事態のなか，
社会貢献でもあるワクチン接種業務の遂行によって
達成感の実感に加え，看護師としての役割を果たせ
たことで満足感を得て，自己効力感につながったの
ではないかと考える。また，自己効力感は，行動へ
の遂行能力に対する確信の程度であり，効力の認知
によって自身の行動を予測できる10）。これらのこと
から，ワクチン接種業務の従事経験によって看護師
としての遂行能力を確信した潜在看護師は，再就職
後の自身の効力を予測したうえで復職行動を起こし，
再就職に至ったと推測する。
　パス解析にてワクチン接種業務に対する「達成
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感」から直接，「自己効力感」に負の影響が示され
た。Keller は，期待通りの成果が得られなかった場
合は，ネガティブなフィードバックを受ける可能性
を示し，失敗経験や失敗への恐怖・困惑は自己効力
感を下げること，そして，タスクが簡単に感じた場
合は自己効力感が発達しない可能性ついて述べてい
る９）。潜在看護師は，離職後のブランクに対する不
安だけでなく，パンデミックに伴い自治体の臨時的
な職場環境であったこと，COVID-19ワクチンがこ
れまでに取り扱ったことのない貴重な薬剤であった
ことから，失敗への恐怖・困惑を抱き自己効力感が
低下した可能性がある。また，ワクチン接種業務は，
決まった順序で繰り返すルーティンワークであった
ことから，潜在看護師は，業務を繰り返し実践する
なかで容易さを感じ，自己効力感が発達しなかった
可能性も考えられる。
２）「動機づけ」と「自己効力感」の関係
　パス解析の結果，「動機づけ」が直接，「自己効力
感」のみに影響していた。GMSN の仮説構造モデ
ルとなっている「臨床看護師が成長に向かう動機づ
けの構造」には，看護師は，自身の感情を含めた認
知と行動を相互に結びつけ，深めることで自律性と
協調性を育み，らせん状に成長し続けることが示唆
されている23）。ワクチン接種業務経験後に再就職し
た潜在看護師は，離職後のブランクに対する不安や
パンデミックという緊急事態を認知し，ワクチン接
種業務の遂行といった行動を起こしたと推察する。
そして，看護実践経験を通し，看護職に対する価値
づけや仕事のやりがいを実感しながら看護師として
の遂行能力の確信を認知し，さらに，「看護師とし
てまだやれる・できる」という自己効力感への認知
につながったと考える。この認知は，新たな施設へ
再就職するといった行動を起こす契機となり，この
過程における認知と行動を相互に結びつけながら新
たなステージへの成長につながったと推測する。
　再就職後の潜在看護師は，日々の心情の変化を受
け止め，納得しながら職場環境に慣れていく時間が
必要なため24），潜在看護師一人ひとりの特徴を踏
まえた継続的な復職支援は重要となる。再就職に
至った潜在看護師の就業継続には，労働環境の整備
や25）－27），円滑な人間関係を保持する職場風土の構
築が求められるが26），個人や一施設の努力だけでは
限界もある。2040年の超高齢多死社会や28），今後，
起こりうる災害時においても専門職である看護師の

存在は欠かせないことから，COVID-19パンデミッ
ク経験を活かした国の施策や関連組織の連携による
支援とともに，潜在看護師の看護実践能力の獲得や
看護師として成長する意欲を支え続ける取り組みを
行うことが望ましい。

Ⅴ　結語

　COVID-19ワクチン接種業務の従事経験をきっか
けに再就職に至った潜在看護師の復職行動について，
動機づけと自己効力感の関係性を検討した結果，以
下のことが明らかになった。
１．再就職した潜在看護師のワクチン接種業務に対
する「達成感」は「満足感」を介して「自己効力
感」に影響し，また，直接「自己効力感」へ負の
影響を示した。そして，「動機づけ」は「自己効
力感」のみに影響していた。
２．ワクチン接種の業務経験後に再就職した潜在看
護師は，ワクチン接種業務に対する「達成感」か
ら「満足感」を経て「自己効力感」を高め復職行
動を起こした可能性が示唆された。

　本研究は，COVID-19パンデミックのなか各自治
体においてワクチン接種業務に従事した潜在看護師
のみへの調査票配布が困難であり，研究フィールド
の確保に課題があった。そのため，業務経験後に再
就職した潜在看護師のサンプルが小さく，モデル適
合度検定の検出力に影響を与えた可能性があり一般
化には限界がある。
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